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【手続補正書】
【提出日】平成20年12月3日(2008.12.3)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ポリ乳酸系樹脂とシリコーンアクリル複合ゴムとを主成分として含有し、このポリ乳酸
系樹脂とシリコーンアクリル複合ゴムとの質量比が９５／５～５０／５０である混合樹脂
からなり、又はこの混合樹脂層を少なくとも１層有し、上記ポリ乳酸系樹脂は、Ｄ－乳酸
とＬ－乳酸との共重合体、又はこの共重合体の混合樹脂からなり、Ｄ－乳酸とＬ－乳酸の
Ｄ／Ｌ比が、３／９７～１５／８５、又は８５／１５～９７／３であり、少なくとも一方
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向に延伸され、かつ８０℃温水中に１０秒浸漬したときの主収縮方向の熱収縮率が２０％
以上である熱収縮性フィルム。
【請求項２】
　上記混合樹脂層が、上記混合樹脂の総量に対し、５質量％以上３０質量％以下の（メタ
）アクリル系樹脂を含有する請求項１に記載の熱収縮性フィルム。
【請求項３】
　上記混合樹脂層が、上記混合樹脂の総量に対し、５質量％以上３０質量％以下のポリ乳
酸系樹脂を除く脂肪族ポリエステル系樹脂を含有する請求項１又は２に記載の熱収縮性フ
ィルム。
【請求項４】
　雰囲気温度０℃、引張速度１００ｍｍ／分にて測定した際の主収縮方向に直行する方向
の引張破断伸度が、１００％以上である請求項１乃至３のいずれかに記載の熱収縮性フィ
ルム。
【請求項５】
　請求項１乃至４のいずれかに記載の熱収縮性フィルムを基材として用いた成形品。
【請求項６】
　請求項１乃至４のいずれかに記載の熱収縮性フィルムを基材として用いた熱収縮性ラベ
ル。
【請求項７】
　請求項５に記載の成形品又は請求項６に記載の熱収縮性ラベルを装着した容器。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　さらに、ポリ乳酸系樹脂にゴム質重合体とビニル系単体とをグラフト重合して得られた
グラフト共重合体を配合する手法が提案されている（特許文献１２参照）が、熱収縮フィ
ルムとしては十分なものではない。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４０】
＜混合樹脂への添加物＞
　さらにこの発明では、上記混合樹脂中に、この発明の効果を著しく阻害しない範囲で、
（メタ）アクリル系樹脂、ポリエチレン系樹脂、ポリプロピレン系樹脂、ポリスチレン系
樹脂（ＧＰＰＳ（汎用ポリスチレン）、ＨＩＰＳ（耐衝撃性ポリスチレン）、ＳＢＳ（ス
チレン－ブタジエン共重合体）、ＳＩＳ（スチレン－イソプレン共重合体）、ＳＥＢＳ（
スチレン－エチレン－ブチレン－スチレン共重合）、ＳＥＰＳ（スチレン－エチレン－プ
ロピレン－スチレン共重合体）、スチレン－カルボン酸共重合体等）、ポリアミド系樹脂
、ポリオキシメチレン系樹脂などの熱可塑化性樹脂を少なくとも１種以上さらに含有する
ことができる。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５５】
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　上記ポリ乳酸系樹脂を除く脂肪族ポリエステル系樹脂の含有量は、５質量％以上、好ま
しくは１０質量％以上、さらに好ましくは１５質量％以上であり、かつ３０質量％以下、
好ましくは２５質量％以下、より好ましくは２０質量％以下である。上記ポリ乳酸系樹脂
を除く脂肪族ポリエステル系樹脂の含有量が５質量％以上であれば、延伸方向と垂直方向
の収縮を抑える効果を発現し、収縮仕上がり性を改善でき、また３０質量％以下であれば
透明性の低下を抑えることができる。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６７】
　この発明のフィルムにおいて、好適な層構成は層（II）がポリ乳酸系樹脂を主成分とす
る層の場合である。特に（II）層を構成するポリ乳酸系樹脂のＤ／Ｌ比は、層（Ｉ）を構
成するポリ乳酸系樹脂のＤ／Ｌ比と異なることが好ましい。（Ｉ）層と（II）層において
、Ｄ／Ｌ比を変化させ結晶性を異なるように調整することにより、より良好な収縮仕上が
り性を実現させることができる。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８６】
　また、各実施例、比較例で使用した原材料は、下記の通りである。
（ポリ乳酸系樹脂）
・ポリ乳酸系樹脂…Ｎａｔｕｒｅ ＷｏｒｋｓＬＬＣ社製 商品名：ＮａｔｕｒｅＷｏｒｋ
ｓ４０５０、Ｌ体／Ｄ体量＝９５／５、以下、「Ａ－１」と略する。
・ポリ乳酸系樹脂…Ｎａｔｕｒｅ ＷｏｒｋｓＬＬＣ社製 商品名：ＮａｔｕｒｅＷｏｒｋ
ｓ４０６０、Ｌ体／Ｄ体量＝８８／１２、以下、「Ａ－２」と略する。
・ポリ乳酸系樹脂…Ｎａｔｕｒｅ ＷｏｒｋｓＬＬＣ社製 商品名：ＮａｔｕｒｅＷｏｒｋ
ｓ４０３２Ｄ、Ｌ体／Ｄ体量＝９８．５／１．５、以下、「Ａ－３」と略する。
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